
1
No.855 2013人と地域をつなぐ広報紙

http://www.town.shiwa.iwate.jp/

紫波ネット855号
平成25年1月9日発行
岩手県●紫波町 〒028-3392
紫波町日詰字西裏23-1
印刷・川嶋印刷株式会社

町の拠点着々と オガールプロジェクト  04特集

「妖精の舞」女子新体操
町の話題

「妖精の舞」女子新体操
町の話題

にこにこひろばで人形劇
町の話題

にこにこひろばで人形劇
町の話題

4人5団体に農業賞
農業振興大会

4人5団体に農業賞
農業振興大会

雪だるまと一緒に！
表紙
雪だるまと一緒に！
表紙

[表紙の写真]オガールプラザ前の東広場に
飾られた雪だるま。それを見に集まった子ど
もたちは、子育て応援センターしわっせに遊
びに来ていたお友だちです。自分の背丈以
上もある大きな雪だるまを横に記念撮影。
昨年7月の開館以来、「しわっせ」には町内外
からたくさんの親子が訪れています。

02 新春・町長からのメッセージ
10 もっと知りたい図書館
12 農業振興に貢献した4人5団体に農業賞

14 豊かな公が息づくまち
15 環のくに紫波「省エネ・節電」
16 健やかランド紫波
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オガ
ール

で出
会った

お友だち  



　

平
成
25
年
の
新
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
被
災
地
か

ら
避
難
さ
れ
て
来
ら
れ
た
方
々
に
対
し
ま

し
て
は
、
震
災
か
ら
１
年
10
カ
月
に
な
り

ま
す
が
、
い
ま
だ
に
本
格
的
な
復
興
の
進

展
が
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
早
急
な

復
興
を
切
望
す
る
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
の
暮
れ
は
、
衆
議
院
総
選
挙
が
実

施
さ
れ
、
新
内
閣
が
発
足
し
ま
し
た
。
争
点

で
あ
り
ま
し
た
震
災
の
早
期
復
興
を
始
め
、

消
費
税
の
増
税
、
原
子
力
発
電
所
の
有
無
、

防
衛
問
題
、
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携

協
定
な
ど
、速
や
か
に
解
決
し
て
い
た
だ
き
、

安
定
政
権
に
よ
り
、
世
界
を
け
ん
引
す
る
国

政
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

当
町
に
お
い
て
は
、
現
在
、
オ
ガ
ー
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
順
次
進
行
し
て
お
り
、
民

間
商
業
区
画
の
事
業
提
案
募
集
が
始
ま
り
、

平
成
26
年
度
に
は
完
成
、
そ
し
て
稼
働
の

予
定
で
す
。
ま
た
、
役
場
庁
舎
は
現
在
、

設
計
の
協
議
中
で
あ
り
、「
町
民
に
親
し
ま

れ
、
使
い
勝
手
の
良
い
庁
舎
」
を
目
指
し
、

今
年
の
２
月
に
は
実
施
設
計
に
着
手
し
、

９
月
に
着
工
、
平
成
27
年
３
月
に
は
完
成

す
る
予
定
で
進
め
て
い
ま
す
。
住
宅
街
区

も
造
成
工
事
が
始
ま
り
、
オ
ガ
ー
ル
エ
リ
ア

は
一
層
町
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
つ
な
が
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

当
町
で
は
今
後
も
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
が
、
震
災
後
は
、
日
本
全

体
で
今
ま
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
見
直

す
方
向
に
あ
り
ま
す
。
先
進
地
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
、
ロ
シ
ア
の
チ
ェ
リ
ノ
ブ
イ
リ
事
故

が
発
生
し
て
以
来
、
原
発
に
対
す
る
見
直

し
が
行
わ
れ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研

究
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
日
本
は
技
術
的
に

20
年
遅
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
当

町
に
お
い
て
は
、先
進
事
例
を
学
び
な
が
ら
、

オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、

地
域
熱
供
給
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

政
府
は
、
６
次
産
業
化
法
を
制
定
し
、

農
林
水
産
物
の
加
工
･
販
売
を
一
体
的
に

行
う
事
業
を
支
援
し
て
お
り
、
町
内
で
は
、

７
事
業
体
が
認
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
農

業
後
継
者
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
新
規
就

農
者
も
含
め
、
紫
波
町
農
林
公
社
が
中
心

と
な
っ
て
進
め
て
お
り
、
篤
農
家
で
農
業

技
術
を
研
修
し
、独
立
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。
林
業
に
お
き
ま
し
て
は
、

後
継
者
不
足
が
深
刻
で
あ
り
ま
す
こ
と
か

ら
、
機
械
化
と
と
も
に
若
年
後
継
者
の
育

成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

松
枯
れ
の
原
因
で
あ
る
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン

チ
ュ
ウ
（
松
食
い
虫
）
は
、
12
年
の
間
、
当

町
が
最
北
端
の
防
壁
と
な
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
平
成
22
年
か
ら
猛
暑
な
ど
の
影
響

も
あ
り
、
異
常
発
生
が
始
ま
り
、
盛
岡
市

百
年
の
大
計
で
発
展
す
る
町

紫波町図書館で12月16日、水分地区の宮手上子供会が読書会を開催。思い思いの本を手にした
児童たちの目は、とても輝いていました。藤原孝町長と一緒に並んだ子どもたちは、当日参加した

（左から）岩舘大樹君、上戸美穂さん、鷹觜美希さん、菅原篤樹君、生内優汰君、谷地舘武尊君
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や
矢
巾
町
に
も
、
被
害
が
拡
大
し
て
い
ま

す
。
駆
除
に
つ
い
て
は
、
こ
の
３
市
町
が
国

や
県
に
要
望
し
、
被
害
の
拡
大
を
阻
止
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
オ
ガ
ー

ル
プ
ラ
ザ
に
開
設
し
た
「
子
育
て
応
援
セ
ン

タ
ー
し
わ
っ
せ
」
に
お
い
て
、
町
内
外
か
ら

多
数
の
ご
利
用
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
老
朽
化
し
た
保
育
所
の
移
転
に
つ
い

て
は
、
位
置
の
決
定
を
図
り
、
待
機
児
童

解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

情
報
交
流
館
の
完
成
に
よ
り
、
新
た
な

文
化
創
造
の
場
が
さ
ら
に
充
実
し
、
気
軽

に
活
用
で
き
る
と
、
町
内
外
か
ら
好
評
を
得

て
お
り
ま
す
。
入
館
者
を
見
る
と
、
若
年

層
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
代
の
方
々

が
利
用
さ
れ
、
文
化
活
動
に
寄
与
し
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
生
涯
学
習
が
盛

ん
に
な
る
こ
と
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に

も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
力
を
入
れ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
４
月
に
、
下
水
道
使
用
料
の

値
上
げ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
昨
年
、
各

地
区
で
説
明
会
を
開
催
し
、
皆
さ
ま
か
ら

の
ご
理
解
を
賜
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
状

と
し
て
は
、
年
々
一
般
会
計
か
ら
の
支
出
の

増
大
と
と
も
に
、
赤
字
が
生
じ
て
い
ま
し
た

の
で
、
公
平
性
の
見
地
か
ら
も
、
利
用
者
の

皆
さ
ま
に
ご
負
担
を
い
た
だ
こ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
経
費
削
減
と
経
営
合
理
化
を

さ
ら
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
町
は
、
平
成
12
年
以
来
「
環
境
と
福

祉
の
ま
ち
」
を
掲
げ
、「
循
環
型
社
会
の
構

築
」
を
町
政
の
柱
と
し
て
発
展
し
て
き
ま

し
た
。
今
、
被
災
地
の
復
興
が
国
政
の
最

大
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
少
子
高

齢
社
会
に
お
い
て
、
震
災
復
興
に
は
、
循

環
社
会
の
構
築
こ
そ
重
要
な
施
策
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
町
の
発
展
は
「
オ
ガ
ー
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め
る
こ
と
で
新
た
な
に

ぎ
わ
い
が
創
出
さ
れ
、
田
舎
の
良
さ
と
都

会
の
香
り
が
漂
う
街
並
み
が
形
成
さ
れ
て

い
く
と
こ
ろ
に
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
近
隣

か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

日
詰
商
店
街
は
「
公
民
連
携
開
発
区
域
」

の
圏
内
で
あ
り
ま
す
。
歴
史
と
文
化
と
景

観
を
活
用
し
た
町
づ
く
り
で
誘
客
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
往
時
の
繁
栄

を
再
現
し
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
で
、
町
全
体
の
価
値
向
上
に
つ
な
げ

る
も
の
で
あ
り
、
定
住
人
口
の
向
上
に
寄

与
す
る
と
と
も
に
、現
在
、町
が
進
め
る
「
百

年
の
大
計
」
の
基
に
発
展
す
る
一
年
と
な
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
は
、癸
巳
（
み
ず
の
と
み
）
年
で
す
。

こ
の
年
に
生
ま
れ
た
人
た
ち
は
、
情
熱
的
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て

も
、
情
熱
を
込
め
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
こ
の
１
年
も
皆
さ
ま
に
と
っ
て
素
晴
ら

し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

紫
波
町
長　

藤
　
原
　
　
孝

図書館が育む知性と創造力
未来に羽ばたけ紫波の子どもたち
町も人もオガール

紫波ネット2013 1月号3



　

オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

現
在
進
め
て
い
る
の
は
、Ｃ
街

区
に
お
け
る「
役
場
新
庁
舎
の

整
備
計
画
」と
、Ａ
街
区
と
Ｄ

街
区
の
一
部
に
お
け
る「
民
間

事
業
者
に
よ
る
町
有
地
活
用

事
業
の
提
案
募
集
」で
す
。

　

こ
の
募
集
事
業
の
条
件
は

「
都
市
と
農
村
の
暮
ら
し
を
愉た

の

し
み
、環
境
や
景
観
に
配
慮
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
表
現
す
る
場

を
創
出
す
る
」と
い
う
オ
ガ
ー

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
理
念
に
基
づ

く
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
街
区
の
う
ち
、提
案
募

集
す
る
の
は
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
含
む
官
民
複

合
施
設
で
、東
側
お
よ
そ
３
分
の
1

の
部
分
で
す
。残
る
３
分
の
2
は
、

中
央
保
育
所
の
建
設
候
補
地
と
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、こ
れ
ら
事
業
街
区
の
北
側
に

は
、宅
地
分
譲
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

住
ま
い
方
や
デ
ザ
イ
ン
、維
持
管
理
な

ど
を
提
案
し
な
が
ら
、今
年
の
秋
ご
ろ

か
ら
段
階
的
に
販
売
を
開
始
す
る
予

定
で
す
。

　

町
と
オ
ガ
ー
ル
紫
波（
株
）は
、オ

ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
不
動
産
の

価
値
を
高
め
る
開
発
を
目
指
し
て
お

り
、統
一
感
を
持
っ
た
街
並
み
を
形
成

す
る
た
め
、デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
定
め
て
景
観
の
向
上
を
図
ろ
う
と

進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
エ

リ
ア
内
に
は
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
活

用
し
た
熱
供
給
シ
ス
テ
ム
が
計
画
さ

れ
て
お
り
、住
宅
の
暖
房
や
事
業
棟

の
冷
暖
房
に
役
立
て
ら
れ
る
ほ
か
、林

業
者
の
雇
用
確
保
、森
林
資
源
循
環

な
ど
、町
の
循
環
政
策
に
も
呼
応
す

る
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｎ

住宅街区

サン・ビレッジ
紫波

岩手県
フットボール
センター

役場庁舎
建設予定地（C街区） 事業街区（A街区）事業街区（A街区）

事業街区（D街区）事業街区（D街区）

住宅街区

オガールプラザ（B街区）

紫
波
中
央
駅

省エネサポート
センターを含む
省エネサポート
センターを含む

中央保育所
建設候補地
中央保育所
建設候補地

オガール東広場
オガール西広場

オガール
西公園
（仮称）

町の拠点づくり着々と
オガールプロジェクト
　町は、紫波中央駅前の町有地10.7ヘクタールを、町全体が発展するための拠点と位置づけ、オガー
ル紫波株式会社と連携して開発を進めています。平成22年４月に岩手県フットボールセンターがオー
プンし、昨年６月には、図書館や産直が入った官民複合施設オガールプラザが完成。残る区画も、今
後、民間の提案を受けながら整備が進められ、平成27年にはそのほとんどが姿を現します。今月は、紫
波中央駅前都市整備事業「オガールプロジェクト」の今後の計画についてお伝えします。

平成25年 平成26年 平成27年
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 4 7 10 1 4 7 10

役場新庁舎
設建計設 完成

Ａ　街　区
設建建築確認申請計設画・提案企

Ｄ街区 東棟
設建建築確認申請計設画・提案企

Ｄ街区 西棟

オガール西広場
整備

オガール西公園
設計 整備

供用開始

インフラ整備
9月 南北線全線,住宅街区東側道路供用開始

12月 住宅街区西側道路供用開始

住 宅 街 区

ハウスメーカー協議
企画   広告 販売開始

景観協定

OPEN予定

OPEN予定

中央保育所建設候補地

建築確認申請
供用開始

供用開始

※平成24年12月末日現在（この予定表は変更となる場合があります）

■
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
予
定
表

A街区、D街区中、
「企画」→民間事業者募集
「設計」→土地貸付協議・設計
「建設」→土地貸付契約・建設
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子育て応援センターしわっせ
　昨年７月の開館以来、町内外から8000
人近くの親子が利用しています。自由に
遊ぶことができる『ひろば』を中心に、さ
まざまなイベントなどを開催していますの

で、初めての人もお気軽にご利用ください。

「ひろば」のご案内
■対象　小学校就学前の児童とその保護者
	 (町外の人も利用可)

■開設日　月～土曜日 午前9時～午後４時
	 	 　(祝日・休所日を除く)
■講座・イベント　『紫波ネットお知らせ版』の保健・育児カ
レンダーをご覧ください。

「一時預かり」もご利用ください
■対象　満1歳から小学校就学前の児童
　　　（町内在住の人に限ります)

■日時　月～金曜日
　　　　午前9時～午後４時30分（祝日・休所日を除く)
■料金　子ども1人につき1時間あたり300円 
　　　　※お弁当やおやつはご持参ください。
■問合せ　紫波町子育て応援センターしわっせ
　　　　　☎671-2200

ＩＴサポートコーナー
パソコン相談会～毎週水・土曜日～
　インターネットやメール、ワード・エクセルなどのパソコン
操作について相談を受け付けます。ノート・タブレット型パソ
コンであれば持ち込みよる相談も対応します。
■日時　毎週水・土曜日（変更あり）午後１時～７時
■場所　情報交流館（総合窓口でご確認ください）
■問合せ　NPO法人あいぼら紫波　☎６７６-６５５８

市民活動支援センター「ゆいっとサロン」
　市民活動をしている人はもちろん、これから何か始めた
いと思っている人に対し、スタッフが持つノウハウ、ネット
ワークを活用して、活動上の悩みに応えるため、一緒に考え
サポートします。また、活動団体の紹介や活動助成などの情
報提供のほか、活動団体の交流の場づくり、講座の開催な
どを支援します。ぜひ一度お立ち寄りください。スタッフが
不在の時は、市民活動団体のミーティングなどにもご利用
いただけます。（1時間以内）
■開設日　日曜日、火〜金曜日 午後2時〜7時
　　　　 （毎月末日、年末年始は休み）
■連絡先　☎676-2468　FAX 672-3618
　　　　　*yuitto@nifty.com
■ブログ　http://yuittosaron.blog78.fc2.com/

緑の大通り「オガール広場」の整備も進んでいます
　オガール東広場は、平成２４年8月の完成以来、有料では
延べ３０日間のご利用をいただきました。現在はオガール
西広場の整備と、西公園（仮称）の設計が進んでいます。
　事業棟と緑地空間が出来上がることにより、町のにぎわ
い・利便性と、農村の豊かな環境・風景が結びついた町の
シンボルとなることでしょう。
■問合せ　企画課　公民連携室　☎672-2924

紫波中央駅前駐車場は90分無料
　オガールプラザやフットボールセンターで催しがある際、
来場された皆さまには駐車場の混雑によりご迷惑をおかけ
しています。
　オガールプラザを利用する皆さまに気軽に駐車いただく
ため、駐車料金は９０分間無料にしています。（基本は駐車開
始から24時間ごとに100円です）

オガールプロジェクト
開発テーマ

1. 農村（田園）と都市（街）が共生する
まち
　紫波の農作物や農村の良さに
触れることができ、そして都市機
能が集積された、使いやすく人が
集うまちを目指しています。

2. 若者、高齢者、すべての人が希望
を持ち、安心して暮らせるまち
　住環境が充実し、そして多様な
雇用が生まれ、若者が学び・働き・
挑戦できる環境が充実したまちを
目指しています。

3. 人にも地球にも「やさしい」まち
　環境への配慮を実践し、そして
すべての人にやさしい街を目指し
ています。

4. 優れたデザインの採用
　目に見えるデザインは元より、
ライフスタイルのデザインを大事
にします。

特集◦町の拠点づくり着々とオガールプロジェクト

宅地分譲は今年の秋ごろから
（住宅街区）

　町は、オガール紫波(株)と共に、企画・販売・デザイン・住まい方・維
持管理方法などを考えながら、今年の秋ごろから住宅街区を分譲する
予定です。

民間企業の募集を開始しました 
（Ａ・D棟街区）

　町は、紫波中央駅前町有地の事業街区Ａ・Ｄ街区を活用してもらう民
間事業者の募集を開始しました。紫波中央駅前都市整備事業などの
趣旨に沿ったＡ・Ｄ街区活用の提案を公募し、最も優秀な提案を行った
事業者を選定しようとするものです。
　事業者決定後は、事業者と土地貸付の協議を行い、今年4月ごろか
ら設計に入り、8月に着工、平成２６年夏ごろの完成を目指します。

【問合せ】 企画課 公民連携室　☎672-2924（直通）
ホームページ　http://www.town.shiwa.iwate.jp/ppp/

オガール
情報

紫波ネット2013 1月号5



　

現
在
の
役
場
本
庁
舎
は
、
昭

和
38
年
3
月
の
落
成
か
ら
、
す

で
に
49
年
が
経
過
し
、
耐
震
性

の
低
下
を
は
じ
め
、
分
散
さ
れ

た
庁
舎
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
町

民
談
話
ス
ペ
ー
ス
の
未
設
置
、

駐
車
場
不
足
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
町

は
、
新
庁
舎
建
設
に
向
け
、
平

成
20
年
に
新
庁
舎
建
設
基
本
構

想
、
平
成
23
年
に
新
庁
舎
建
設

基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

建
設
位
置
に
つ
い
て
は
、
将

来
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
な

り
、
町
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
や

す
く
、
防
災
拠
点
と
し
て
も
ふ

さ
わ
し
い
場
所
が
望
ま
し
い
と

考
え
、
昨
年
3
月
の
町
議
会
議

決
を
経
て
、
紫
波
中
央
駅
前
オ

ガ
ー
ル
エ
リ
ア
と
し
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

手
法
で
整
備
す
る
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
。

　

建
設
に
当
た
っ
て
は
、次
の
5

項
目
を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま

す
。

1
．
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
目
指
し
た
機
能

性
･
効
率
性
の
高
い

庁
舎

2
．
全
て
の
町
民
に
開
か
れ

た
庁
舎

3
．
防
災
拠
点
機
能
を
備

え
た
庁
舎

4
．
町
民
に
親
し
ま
れ
る

庁
舎

5
．
環
境
の
町
に
ふ
さ
わ
し

い
庁
舎

　
町
は
、
こ
れ
ら
の
方
針
を
考
慮

し
な
が
ら
、
新
庁
舎
の
基
本
設
計

案
を
作
成
し
、
昨
年
10
月
か
ら
11

月
に
か
け
て
、
区
長
協
議
会
や
社

会
福
祉
協
議
会
、
女
性
団
体
な
ど

の
各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
会
を

そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
、
実
際
に
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
職
員
か
ら
も
意

見
を
聴
取
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

意
見
を
参
考
と
し
た
基
本
設
計
案

に
つ
い
て
、
町
議
会
12
月
会
議
で

説
明
し
ま
し
た
。
1
月
中
に
決
定

す
る
見
込
み
の
原
案
の
一
部
は
次

ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

　オガールエリアＣ棟街区に建設する役場新庁舎は、平成27年度の供用開始を目指し、
昨年12月に住民説明会を開催。町の皆さんからいただいたご意見を参考にしながら、

今年９月に着工を目指して設計作業を進めています。

役場新庁舎の設計作業を
進めています（Ｃ棟街区）

新庁舎完成イメージ（模型）
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学務課

総務課 町長室企画課

長寿健康課

保健センター玄関
▼

玄関
▼

福祉課

町民課

▲
広場側玄関

多目的スペース

出納室

案内

アーケード 保健センター

運動指導室

長寿健康課

災害対策本部室
税務課

小会議室

小会議室
環境課土木課下水道課 都市計画課

農業委員会農林課農林公社商工観光課

生涯学習課

大会議室

教育委員長
教育長室

中会議室監査委員室

事務局
議長室議 場

議員控室

副町長室

エレベーター

エレベーター

エレベーター エレベーター

エレベーター

エレベーター

　
町
は
、12
月
8
、9
の
両
日
、

一
般
町
民
を
対
象
に
、
町
内

３
カ
所
で
「
新
庁
舎
整
備
事

業
基
本
設
計
案
意
見
交
換
会
」

を
開
き
ま
し
た
。
3
カ
所
で
延

べ
30
人
が
来
場
し
、
落
雪
対
策

や
木
造
の
耐
久
性
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て

の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
会
場
で
は
、
町
内
各
種
８

団
体
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
を

踏
ま
え
て
作
ら
れ
た
新
庁
舎

の
模
型
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

庁舎機能を一カ所に
環境や耐震に配慮

　新庁舎の基本設計原案（概略）は次のと
おりです。
【敷地面積】	 6600㎡　
【建築面積】	 2360㎡　
【延べ床面積】	 6540㎡
【構　　造】	 木造・鉄筋コンクリート造
【階　　数】	 地上３階（一部４階）
【来庁者駐車場】	 72台　
【環境配慮】	 太陽光発電20ｋW、雨水利用
　　　　　　ＬＥＤ照明
【耐　　震】	 震度7に耐えられる性能
	 （災害対策本部の設置が可能）
【事 業 費】	 約31億円（15年間の維持管
　　　　　　理費含む）

「
町
民
に
親
し
ま
れ
る

  

庁
舎
に
」意
見
交
換

特集◦町の拠点づくり着々とオガールプロジェクト

情報交流館大スタジオで開催された意見交換会の様子

3階

2階

1階

新庁舎建設基本設計原案

紫波ネット2013 1月号7



［エネルギーステーション事業概要］
（予定）

○暖房・冷房熱供給　新庁舎、A街区民間事
業棟への供給

○暖房熱供給　住宅街区57戸への供給
○電力供給　平時は、有機ランキンサイクル
（ORC）により発電を行い、電力会社に全
量売電を行う。

○導入設備機器
　木質高温水ボイラ800kW
　二重効用型吸収式冷凍機1,500kW相当
　有機ランキンサイクル30kW
その他関連施設（熱供給配管、配管設備、
非常時システム等）

○事業主体
　紫波グリーンエネルギー株式会社（平成
24年9月設立）

※災害時には、新庁舎等において一部電力を
自家消費できる体制にします。

※有機ランキンサイクル（ORC）：水を利用し
た蒸気発電システム（ランキンサイクル）と
似ていますが、水の代わりに沸点の低い熱
媒体を利用します。

地
域
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
」

○
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
は
？

　

木
を
利
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
総
称
し
て

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
い
い
ま
す
。木
質
バ
イ
オ

マ
ス
で
広
く
使
わ
れ
て
い
る
の
が
燃
料
用
木

質
チ
ッ
プ
で
す
。チ
ッ
プ
は
林
地
に
残
さ
れ

た
木
材
な
ど
を
チ
ッ
パ
ー
で
切
削
し
た
も
の

で
、含
水
率
を
25
％
か
ら
43
％
で
調
整
し
て

作
ら
れ
て
い
ま
す
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
の
拠
点
施
設

エ
ネ
ル
ギ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

町
は
、平
成
12
年
に「
紫
波
の
環
境
を

百
年
後
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
よ
い
姿
で

残
し
伝
え
て
い
き
ま
す
」と
い
う
強
い
思

い
を「
新
世
紀
未
来
宣
言
」と
し
て
発
表

し
ま
し
た
。以
来
、こ
の
理
念
を
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
と
し
て
、環
境
・
循
環
の
取

り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。ラ
・フ
ラ
ン

ス
温
泉
館
で
進
め
ら
れ
て
い
る
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
活
用
の
取
り
組
み
も
そ
の
一
つ
で

す
。現
在
進
行
中
の
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
も
環
境
・
循
環
を
テ
ー
マ
に
、新
た

な
地
域
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
取

り
組
み
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。地

域
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
し
、環
境
に
優
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
施
設
と
し
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
建
設
計
画
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

平
成
24
年
度

１ 

新
庁
舎
、民
間
事
業
棟
へ
の
配
管
工
事

２ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
住
宅
街

区
東
側
全
体
の
配
管
工
事

３ 

実
施
設
備
設
計

平
成
25
年
度

１ 

住
宅
街
区
配
管
工
事

２ 

設
備
機
器
導
入
工
事

３ 

建
屋
工
事

4 

接
続
工
事

平
成
26
年
度

１ 

接
続
工
事
（
平
成
27
年
度
か
ら
新
庁
舎
へ

の
供
給
を
行
う
）

2 

有
機
ラ
ン
キ
ン
サ
イ
ク
ル
工
事

平
成
27
年
度
〜

紫
波
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー（
株
）に
よ
る
保

守
・
管
理

現在進行中のオガールプロジェクトにおいて環境・循環をテーマに、地域再生可能エネルギーを
活用する新たな取り組みが始まります。木質バイオマスを活用し、

環境にやさしいまちづくりの拠点施設となるエネルギーステーションを計画しています。

地域の再生可能エネルギーを活用する
エネルギーステーションを計画

木材を切削して木質チップに

ドイツで使用されている
チップボイラー

木質チップをボイラーで燃
焼させ、水管を温めて熱交
換機で発電、温水は地域熱
供給として住宅街区にも循
環される
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A・B材
※A材は製材、B材は
集成材や合板で使用。

C・D材
※C材はチップとして
ボードや製紙材に使用。
D材は燃料用。

公共建築や住宅への
町産材利用
役場庁舎、事業棟２棟、
住宅57棟（H25～26予定）

木材市場

工務店

紫波グリーン
エネルギー(株)
エネルギー供給

えこ３センター
※えこ３センターには、堆肥製造施設と
ペレット製造施設があります。「えこ３」と
いう名称は、「economy」、「ecology」、
「earth conscious」の３つの語の頭文
字をとって命名されました。

仕分け

森林組合
林業経営者

紫波町農林公社
○間伐材運び隊
○モデル事業の創設

盛岡森林管理署
岩手県
○経営計画策定支援
○フォレスター養成講座

岩手中央
森林組合

伐採・搬出

民国
連携

連携

チップ
供給

森林経営計画に基づく
小規模林地集積・路網の整備

製材業者・
チップ業者

連携

電力会社

住　宅

事業棟

新庁舎

売熱

売電

冷暖房

冷暖房

暖 房

エ
ネ
ル
ギ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー

二
重
効
用
型
吸
収
式
冷
凍
機

有
機
ラ
ン
キ
ン
サ
イ
ク
ル
発
電

紫波町森林・林業再生プラン

木質バイオマスエネルギー活用の流れ
〜エネルギーの地産地消を目指します

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
誕
生
に
よ

り
、紫
波
町
の
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
は
、さ
ら
な
る
飛
躍
の
時
代
を
迎
え
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
と
、地
域
産
業
界
か
ら

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
れ

は
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
に
よ
り
、森

林
資
源
の
保
全
と
育
成
が
健
全
な
姿
で
行

わ
れ
、森
林
資
源
の
活
用
の
た
め
に
必
要
な

雇
用
の
創
出
が
期
待
で
き
る
か
ら
で
す
。

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
す
る
こ
と
は
、

森
林
資
源
を
地
域
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
生
か
し
て
、石
油
代
金
と
し
て

中
央
へ
環
流
し
て
い
た
お
金
を
地
域
で
循

環
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、「
森
を
守
り
な
が

ら
新
た
な
雇
用
を
創
り
た
い
」と
い
う
町
の

皆
さ
ん
の
熱
い
願
い
を
実
現
す
る
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
は
、林
業
再
生
と
地
域
経
済
循

環
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

森を守り雇用を
創るという発想

特集◦町の拠点づくり着々とオガールプロジェクト
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か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
時
に

使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
「
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
検
索
」
で
す
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

は
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
特
定
分
野
の
情

報
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、

当
館
で
は
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
農
業
情
報
、

法
令
や
判
例
、
明
治
時
代
か
ら
の
新
聞

記
事
が
調
べ
ら
れ
、
大
変
便
利
で
す
。

使
用
方
法
は
ス
タ
ッ
フ
が
ご
案
内
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
調
べ
も
の
・
相
談
用
の
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
・
カ
ウ

ン
タ
ー
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

図
書
館
へ
来
た
ら
要
チ
ェ
ッ
ク
！

各
種
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

館
内
に
は
毎
回
１
つ
の
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
集
め
た
本
を
、
見
や
す
く
、
手

に
取
っ
て
読
み
た
く
な
る
よ
う
な
工
夫

を
凝
ら
し
て
、
展
示
し
て
い
ま
す
。
中

で
も
一
番
よ
く
目
に
留
ま
る
の
が
、
カ

ウ
ン
タ
ー
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
こ
ち
ら

の
コ
ー
ナ
ー
。
12
月
27
日
ま
で
は
「
冬

じ
た
く
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
編

み
物
の
本
や
冬
に
食
べ
た
く
な
る
お
鍋

の
料
理
本
、
そ
の
隣
に
は
年
賀
状
の
書

き
方
の
本
な
ど
が
並
び
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
は
旬
の
ニ
ュ
ー
ス
を
取
り
上

げ
た
り
、
映
画
・
ド
ラ
マ
の
原
作
本
を
集

め
た
り
、
季
節
に
合
っ
た
子
ど
も
に
読
ん

で
も
ら
い
た
い
本
の
展
示
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
本
も
借
り
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

調
べ
も
の
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索

　

図
書
館
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
調
査

や
研
究
、
日
常
の
問
題
解
決
の
た
め
に

来
館
さ
れ
ま
す
が
、
館
内
に
あ
る
本
だ

け
で
は
情
報
が
不
足
す
る
こ
と
も
あ
る

もっと知りたい図書館
　紫波町図書館が開館してから4カ月が過ぎました。暖かで、ゆったりとした時間が流れる館内の閲覧カウ
ンターでは、コーヒーを飲みながら小説を読んでいる人や、眺めのいい2階の読書テラスでお昼ご飯を食
べながら雑誌を楽しむ人など、利用者の皆さんが思い思いの時間を過ごしています。
　「図書館＝本を読む場所」というイメージをお持ちの人も多いかと思いますが、紫波町図書館にはそれ
以外にもぜひ皆さんにご利用いただきたいさまざまなサービスがあります。今回はそれら“パンフレットに
は載っていない”図書館の利用方法や、図書館で行われるイベントの一部をご紹介します。

「冬じたく」コーナーでは、冬に作りたい紫波の伝統食レシピも配布

ツリーとともにクリスマスの本を集めた「クリスマス」コーナー

調べものの頼もしい味方「データベース検索機」

10



今
月
は
ど
ん
な
お
話
か
な
？

各
種
お
は
な
し
会

　

児
童
フ
ロ
ア
に
あ
る「
お
は
な
し
の
へ

や
」で
は
毎
月
、お
は
な
し
会
な
ど
を
開

催
し
て
い
ま
す
。町
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
う

「
お
は
な
し
会
」や
、紫
波
町
観
光
案
内

人
し
ゃ
・
べ
ー
る
に
よ
る
町
の
昔
話
を
聞

く「
む
か
し
語
り
っ
こ
」な
ど
、子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
お
話
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。予
約
不
要
で
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

本
と
人
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ
。

ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

　

町
は
英
語
教
育
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
お
り
、町
民
の
英
語
へ
の
関
心
も
高

ま
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
図
書
館
で
は
、

1
冊
の
名
作
を
日
本
語
版
と
英
語
版

で
読
み
、参
加
者
同
士
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
語
学
力
と
読
解

力
を
養
う
読
書
会「
２
０
１
３ 

ブ
ッ
ク

ク
ラ
ブ
」を
開
催
し
ま
す
。

　

講
師
に
教
育
委
員
会
の
ハ
ワ
ー
ド・ド

ナ
ル
ド
さ
ん
を
迎
え
、1
月
か
ら
毎
月

1
回
行
い
ま
す
。

　

英
語
で
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
興
味

が
あ
り
、高
校
生
程
度
の
英
語
力
が
あ

る
人
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
！

図
書
館
あ
れ
こ
れ

・
図
書
館
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
8
冊
の
本

で
表
現
さ
れ
て

い
ま
す
が
、実
は

左
側
の
4
冊
が

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の

「
S
」
を
、右
側

の
4
冊
が「
W
」

を
か
た
ど
り
、

「
紫
波（
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｗ
Ａ
）」を
表
し
て
い

ま
す
。

　
　
ま
た
、「
4
」冊
の
本
が
2
組
で「
8
」

冊
と
な
る
こ
と
か
ら
、「
4・8
」で「
紫

波
」と
読
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

・
図
書
館
を
初
め
て
ご
利
用
い
た
だ
い

た
人
に
差
し
上
げ
て
い
る
し
お
り
の

模
様
は
、
町
内
在
住
の
型
染
職
人
・

小
田
中
耕
一
さ
ん
が
図
書
館
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
デ
ザ
イ
ン

し
た
も
の
で
す
。

・
館
内
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
パ
ソ

コ
ン
が
3
台
設
置
さ
れ
て
お
り
、Ｗ
ｉ

Ｆ
ｉ
環
境
も
整
っ
て
い
ま
す
。ご
自
分
の

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
対
応
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
持

ち
込
ん
で
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。ま
た
、パ
ソ
コ
ン

関
連
書
籍
も
た
く
さ
ん
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◇
カ
ー
ド
登
録
対
象
者

①
町
内
在
住
、在
勤
、在
学
の
人

②
盛
岡
市
、花
巻
市
、矢
巾
町
、雫
石

町
、滝
沢
村
在
住
の
人（一部
利
用
で

き
な
い
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
）

※
図
書
館
内
資
料
の
閲
覧
は
カ
ー
ド
登

録
を
し
な
く
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

◇
開
館
時
間

　
火
～
金
曜
日

　
　
午
前
10
時
～
午
後
7
時

　
土・日
曜
日
、祝
日

　
　
午
前
10
時
～
午
後
６
時

◇
休
館
日

・
月
曜
日（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合

は
、翌
日
以
後
最
初
の
平
日
）

・
館
内
整
理
日（
月
末
最
後
の
平
日
）

・
年
末
年
始
（
12
月
29
日
～
１
月
３

日
）

・
特
別
整
理
期
間
…
毎
年
7
日
以
内

◇
貸
出
冊
数

　
本
、雑
誌
、Ｃ
Ｄ
な
ど
１
人
20
点
以
内

（
現
時
点
は
10
点
以
内
、う
ち
Ｃ
Ｄ

な
ど
は
２
点
以
内
）

◇
貸
出
期
間　
15
日
以
内

おはなしの世界へようこそ

【3月までの予定】
・おはなし会
1月19日（土）
2月16日（土）
3月16日（土）

・むかし語りっこ
1月12日（土）
※開催時間はいずれ
も午前11時から30
分程度

初めて借りた人にしおりをプレゼント。
無くなり次第終了です

S W

図
書
館
利
用
案
内

　　　　　　　　　【紫波町図書館HP】http://lib.town.shiwa.iwate.jp 　　　　　　　　
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○
中
田 

忠
一
さ
ん
（
佐
比
内
）

　

リ
ン
ゴ
を
中

心
に
、ラ
・
フ
ラ

ン
ス
や
モ
モ
と

い
っ
た
果
樹
農

家
と
し
て
経
営

を
行
う
と
と
も

に
、果
樹
以
外

で
も
野
菜
や
切

り
花
な
ど
多
種

多
様
な
農
産
物
を
生
産・販
売
し
て
い
る
。平
成

5
年
の
紫
波
ふ
る
里
セ
ン
タ
ー
開
業
以
来
、組

合
員
の
中
で
販
売
額
1
位
を
維
持
す
る
な
ど
、

産
直
を
中
心
と
し
た
専
業
農
家
と
し
て
モ
デ
ル

的
な
経
営
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、顧
客
需
要
を

的
確
に
把
握
し
、さ
ま
ざ
ま
な
品
種
の
検
討
を

行
う
ほ
か
、地
域
内
農
業
後
継
者
に
対
す
る
指

導
も
行
っ
て
い
る
。

○
有
限
会
社
七
木
田
フ
ァ
ー
ム

　
代
表
取
締
役　
七
木
田 

一
也（
東
長
岡
）

　
平
成
11
年
に
法
人
を
設
立
し
、養
豚
の
規
模
拡

大
と
施
設
充
実
を
図
り
、ウ
ィ
ン
ド
レ
ス
化
に
よ

る
高
い
レ
ベ
ル
の
衛
生
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、

養
豚
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム（
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）に
よ
る
母

体
管
理
を
行
う
な
ど
、安
全
安
心
な
豚
肉
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
。ま
た
、i-coop

豚
肉
生
産

者
の
会
で
は
、会
長
と
し
て
活
動
し
、高
品
質
な

豚
肉
を
適
正
な
価
格
で
消
費
者
に
提
供
す
る
こ

と
に
よ
り
、

地
域
養
豚
農

家
の
農
業
所

得
確
保
を
図

り
、養
豚
業

振
興
の
一
翼

を
担
っ
て
い

る
。

生
き
生
き
と
き
ら
め
く

農
林
業
を
め
ざ
し
て

　
紫
波
町
農
業
振
興
協
議
会
は
11
月

25
日
、第
21
回
紫
波
町
農
業
振
興
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。会
場
の
Ｊ
Ａ

岩
手
中
央
パ
ー
フ
ル
パ
レ
ス
に
は
、約

１
３
０
人
が
来
場
。本
大
会
は
、3
年

に
一
度
開
催
さ
れ
て
お
り
、農
業
賞
の

表
彰
や
農
業
情
勢
の
報
告
、基
調
講
演

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
ふ
る
さ
と
は
負
け
な
い
」と
題

す
る
講
演
で
、陸
前
高
田
市
で
創
業

２
０
５
年
の
味
噌・醤
油
醸
造
業
を
営

む
、株
式
会
社
八
木
澤
商
店
の
河
野
和

義
会
長
は
、震
災
に
よ
り
土
蔵
な
ど
ほ

と
ん
ど
の
財
産
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

家
族
と
呼
ぶ
40
人
の
従
業
員
が
残
っ

た
こ
と
や
、信
用
と
約
束
を
重
ん
じ
迎

え
た
新
入
社
員
の
こ
と
、津
波
の
被
害

を
受
け
な
が
ら
も
奇
跡
的
に
無
事
だ
っ

た「
も
ろ
み
」、工
場
の
再
建
、商
品
販

売
の
再
開
、商
売
が
で
き
る
こ
と
の
喜

び
、さ
ら
に
は
未
来
に
向
け
て
の
展
望

な
ど
を
語
り
ま
し
た
。

農
業
振
興
に
貢
献
し
た
４
人
５
団
体
に
農
業
賞

農林業関係者が一堂に会し目標意識を再確認した大会の様子

◇
第
12
回「
紫
波
町
農
業
賞
」受
賞
者
紹
介
◇

　
第
21
回
紫
波
町
農
業
振
興
大
会
に
お
い
て
、
農
業
振
興
に
貢
献
し
農
業
者
の
模
範
で

あ
る
と
し
て
、
４
人
５
団
体
が
選
ば
れ
、
町
の
農
業
者
の
最
高
顕
彰
「
紫
波
町
農
業
賞
」

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

営
農
部
門
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○
あ
づ
ま
ね
産
直
組
合

　
組
合
長　
鷹
觜 

忠
一（
上
松
本
）

　
平
成
7
年
の
開
業

以
来
、水
分
地
区
の

農
業
者
を
中
心
と
し

て
、地
域
に
根
ざ
し

た
活
動
を
行
っ
て
い

る
。産
直
、ラ・フ
ラ
ン

ス
温
泉
館
周
辺
の
団

体
で
組
織
さ
れ
る
あ

づ
ま
ね
エ
リ
ア
交
流

連
絡
協
議
会
に
お
い

て
も
、中
心
と
な
る

活
動
を
行
っ
て
お
り
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に

不
可
欠
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。平
成
21
年
か
ら

は
販
売
機
会
を
増
や
す
た
め
、土
日
祝
日
営
業

に
加
え
、平
日
も
営
業
す
る
こ
と
で
販
売
額
を

延
ば
し
、農
家
の
所
得
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。

○
大
巻
産
直
組
合

　
組
合
長　
橋
本 

正
光（
大
巻
）

　
平
成
10
年
に
開
業
し
、安
全
安

心
な
農
産
物
を
消
費
者
に
提
供

し
て
い
る
。イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も

積
極
的
に
参
加
し
、生
産
者
と
消

費
者
が
交
流
を
行
う
機
会
創
出

に
努
め
、町
内
農
産
物
の
販
売
促

進
に
貢
献
し
て
い
る
。ま
た
、組

合
員
の
生
産
技
術
向
上
を
図
る

た
め
の
各
種
研
修
会
を
開
催
す

る
ほ
か
、年
中
行
事
な
ど
の
開
催
を
含
め
、産
直

を
中
心
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
が
進
み
、地
域
の

活
性
化
に
寄
与
し
て
い
る
。

○
あ
ぐ
り
ち
ゃ
や

　
組
合
長　
細
川 

栄
子（
片
寄
）

　

平
成
18
年
に

産
直
あ
ぐ
り
志
和

内
に
オ
ー
プ
ン
し

た
農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
で
、地
元
の
新

鮮
な
米
や
野
菜
の

ほ
か
、特
産
品
で

あ
る
紫
波
も
ち

も
ち
牛
や
し
わ
黒

豚
な
ど
の
紫
波
町
産
農
畜
産
物
に
こ
だ
わ
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
が
好
評
。地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
に
よ

り
、地
域
活
性
化
が
図
ら
れ
、農
村
女
性
の
模
範

と
な
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

○
梅
澤 

安
志
さ
ん
（
赤
沢
）

　
就
農
後
、一貫
し

て
ブ
ド
ウ
栽
培
に

取
り
組
み
、ブ
ド

ウ
栽
培
の
先
導
的

な
役
割
を
担
っ
て

き
た
。赤
沢
果
樹

生
産
組
合
組
合
長

（
昭
和
62
年
～
平
成
22
年
）、岩
手
県
農
業
農
村

指
導
士（
平
成
6
年
～
21
年
）、Ｊ
Ａ
ぶ
ど
う
部

会
部
会
長（
平
成
7
年
～
21
年
）を
務
め
、町
内

外
の
農
業
振
興
に
尽
力
。近
年
で
は
、自
園
自
醸

ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
栽
培
研
究
会
会
長
と
し
て
自
園

自
醸
ワ
イ
ン
紫
波
の
構
想
時
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
、中
心
的
役
割
を
果
た
し
、6
次
産
業
化
と

特
産
品
開
発
に
お
い
て
も
活
躍
し
て
お
り
、長
年

に
わ
た
り
町
内
農
業
振
興
に
寄
与
し
て
い
る
。

○
小
川 

美
代
さ
ん
（
高
水
寺
）

　
全
国
有
数
の
も

ち
米
産
地
で
あ
る

当
町
に
お
い
て
、

も
ち
加
工
品
を
地

元
住
民
に
提
供
し

た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、平
成
12
年

に
古
館
農
産
加
工
組
合
を
設
立
し
、平
成
24
年

7
月
ま
で
12
年
間
組
合
長
を
務
め
た
。町
内
産

の
高
品
質
な
も
ち
米
使
用
に
こ
だ
わ
り
、つ
き
た

て
の
も
ち
や
だ
ん
ご
を
中
心
に
、小
昼
ハ
ウ
ス
で

の
販
売
を
行
う
ほ
か
、産
直
や
小
売
店
に
も
出
品

を
進
め
、販
路
拡
大
に
努
め
た
。ま
た
、地
域
の

農
村
女
性
の
代
表
と
し
て
活
動
を
行
う
な
ど
、地

域
に
お
い
て
信
望
が
厚
く
、長
年
に
わ
た
り
町
内

農
業
振
興
に
寄
与
し
て
い
る
。

○
吉
田 
貴
浩
さ
ん
（
赤
沢
）　

経
営
の
基

幹
で
あ
る
ブ

ド
ウ
栽
培
に

お
い
て
、農
業

関
係
団
体
で

の
就
業
経
験
を
生
か
し
、営
農
に
取
り
組
ん
で

い
る
。「
健
康
な
ブ
ド
ウ
は
、健
康
な
土
か
ら
」を

モ
ッ
ト
ー
に
、土
ご
と
醗
酵
に
よ
る
土
づ
く
り
に

力
を
入
れ
、大
粒
系
と
醸
造
用
の
栽
培
を
中
心

に
規
模
拡
大
お
よ
び
多
品
種
化
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、東
部
地
区
の
ブ
ド
ウ
栽
培
後
継
者
に
よ

る
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、生
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化
お
よ
び
販
路
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
ほ
か
、

農
村
青
年
ク
ラ
ブ
、Ｊ
Ａ
青
年
部
に
お
い
て
要
職

を
務
め
る
な
ど
、町
内
農
業
の
中
心
的
担
い
手

と
し
て
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

○
有
限
会
社
髙
橋
農
産

　
代
表
取
締
役　
髙
橋 

信（
南
日
詰
）

　
平
成
16
年
に
法
人
を
設
立
し
、地
域
か
ら
の

作
業
受
託
を
進
め
、経
営
安
定
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、い
わ
て
直
播
栽
培
米
研
究
会
で
は
、平

成
17
年
か
ら
会
長
を
務
め
て
お
り
、水
稲
直
播

栽
培
に
よ
り
生
産
の
合
理
化
を
図
り
、そ
の
普

及
に
尽
力
し
て
い
る
。ま
た
、農
業
委
員（
平
成

5
年
～
20
年
）、認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会
会
長

（
平
成
14
年
～
17
年
）、岩
手
県
農
業
農
村
指
導

士（
平
成
17
年
～
）を
務
め
、農
業
振
興
に
貢
献

し
て
い
る
。こ
の

よ
う
な
取
り
組
み

が
認
め
ら
れ
、平

成
21
年
度
優
良
担

い
手
表
彰
に
お
い

て
、農
林
水
産
省

経
営
局
長
賞
を
受

賞
し
た
。

む
ら
づ
く
り
活
動
部
門

功
労
部
門

青
年
農
業
奨
励
部
門

特
別
賞
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町
は
、日
詰
地
区
で
地
区
創
造
会
議
を

実
施
す
る
に
あ
た
り
、日
詰
公
民
館
と
の
打

ち
合
わ
せ
や
自
治
公
民
館
長
な
ど
へ
の
事

業
説
明
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。昨
年
６
月
か

ら
、婦
人
会
や
行
政
区
長
、民
生
児
童
委
員

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
な
ど
、16
人
を
集
め
、準
備

会
と
し
て
話
し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。

プ
レ
地
区
創
造
会
議
で

「
ま
ち
あ
る
き
」

　

準
備
会
で
は
、商
店
街
と
住
宅
街
に
住

む
皆
さ
ん
の
交
流
と
、日
詰
地
区
全
体
を

「
知
る
・
見
直
す
・
学
ぶ
」こ
と
が〝
地
域
づ

く
り
〟に
と
っ
て
重
要
と
の
声
が
多
く
出
さ

れ
ま
し
た
。さ
っ
そ
く
準
備
会
の
メ
ン
バ
ー

を
中
心
に
、12
月
18
日
に「
日
詰
プ
レ
地
区

創
造
会
議
」を
実
施
。平
日
夜
の
開
催
で
し

た
が
19
人
が
集
ま
り
、３
月
３
日
に
下
見
と

し
て
メ
ン
バ
ー
で「
ま
ち
あ
る
き
」を
行
う
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

５
つ
の
視
点
で
グ
ル
ー
プ
分
け

　
「
ま
ち
あ
る
き
」は
、５
つ
の
視
点
で
グ

ル
ー
プ
分
け
し
て
、好
き
な
と
こ
ろ
を
選

ぶ
こ
と
に
し
ま
し
た
。で
き
た
グ
ル
ー
プ
は

「
水
・
み
ど
り
」「
あ
そ
び
」「
あ
き
な
い
」

「
文
化
・ア
ー
ト・
歴
史
」「
元
気
」の
５
つ
。

歩
く
と
き
の
資
料
は
、観
光
交
流
協
会
な

ど
が
発
行
し
た「
紫
波
の
歴
史
は
お
も
し

ろ
い
」「
懐
か
し
の
郡
山
～
日
詰
探
索
地
図

～
」「
日
詰
商
店
街
日
暮
ら
し
マ
ッ
プ
」「
郡

山
駅
古
木・名
木
マ
ッ
プ
」を
活
用
。そ
れ
ぞ

れ
の
コ
ー
ス
は
、会
議
の
最
後
に
発
表
し
合

い
、全
員
で
共
有
し
ま
し
た
。「
似
た
よ
う

な
コ
ー
ス
に
な
っ
た
な
あ
」と
い
う
声
も
あ

り
ま
し
た
が
、普
段
見
慣
れ
た
街
も
、視
点

を
変
え
た
り
、五
感
を
使
っ
て
歩
い
た
り
す

る
こ
と
で
、新
た
な
発
見
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

皆
さ
ん
と
情
報
共
有
し
た
い

　

日
詰
プ
レ
地
区
創
造
会
議
で
は
、
初
対

面
同
士
の
人
も
い
て
、
最
初
は
少
し
緊
張

気
味
で
し
た
が
、
帰
る
こ
ろ
に
は
打
ち
解

け
て
、
笑
顔
で
言
葉
を
交
わ
す
ほ
ど
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
「
プ
レ
地
区
創
造
会

議
ま
ち
あ
る
き
」
の
成
果
は
、
日
詰
地
区

に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
に
も
報
告
し
て
、

情
報
共
有
し
、
地
区
創
造
会
議
本
番
に
つ

な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お

楽
し
み
に
。

町
内
の「
市
民
活
動
」「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」「
町
の
施
策

へ
の
市
民
参
加
」な
ど
、毎
月〝
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
〟

の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

豊
か
な
公
が
息
づ
く
ま
ち

～
も
っ
と
町
が
好
き
に
な
る
情
報
～

■
問
合
せ 

企
画
課 

協
働
支
援
室  

☎（
６
７
２
）６
８
８
４

地区創造会議とは
　地区ビジョン（将来像）をつくる話し合
いの場です。地区創造会議は、一人一人
の意見を大切にしながら、地区内のあら
ゆる資源が、その地区内ばかりでなく、町
内でゆるやかにつながるきっかけとなっ
て、地区ごとに抱える課題解決につながる
“地区ビジョン”づくりを目指しています。

○地区創造会議は地区で違っていい
○地域の力を取り戻そう
○新しいつながりをつくろう
○新しいまなざしを持とう
○地域の価値を再発見しよう
○地区と行政がともに取り組もう
○可能性の光を見つけよう

日
詰
地
区
で

地
区
創
造
会
議
が

始
ま
っ
て
い
ま
す

5つの視点ごとに「まちあるき」コースを決めました

路地にも多くの発見があります
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みなさんも冬季の
省エネ・節電に
取り組んでみませんか？

節電の実施は、電気代の節約にもつながります。お財布に優しいだけでなく、
一人一人の心がけひとつで、温室効果ガスの排出量増加を抑える効果も得られます。

特に、冬場の夕方以降は家庭の電力需要が増えます。ピーク時に電気製品の使用が重ならないよう
家事の段取りを組むなどの工夫をして、次の節電メニューの中から、無理なくできるものを選び、

冬場の省エネ・節電に取り組んでみませんか。

節電効果（削減率）

※1　通常、エアコンを使用される家庭の夕方ピーク時の消費電力（約1400W）に対する削減率の目安
※2　通常、ガス・石油ストーブなどを使用される家庭の夕方ピーク時の消費電力（約1000W）に対する削減率の目安
　　  　　  　　  　　  　　  　　  　　  　　  　　  　　  　　  　　  　　  　　  　（資源エネルギー庁推計）

●不要な照明をできるだけ消しましょう。

●画面の輝度を下げましょう。
●必要な時以外は消しましょう。

●冷蔵庫の設定を「弱」に変えましょう。
●扉を開ける時間をできるだけ減らしましょう。
●食品をつめこまないようにしましょう。

●早朝にタイマー機能で１日分をまとめて炊きましょう。
●保温機能は使用せずに、よく冷ましてから冷蔵庫に
　保存、食べる分だけ温めるようにしましょう。

●便座保温・温水の設定温度を下げましょう。
●不使用時はふたを閉めましょう。

❶照明❶照明

❷テレビ❷テレビ

❺温水洗浄
　便座
　 （瞬間式） 

❺温水洗浄
　便座
　 （瞬間式） 

4％ 6％

2％ 3％

1％ 2％

1％ 2％

1％ 1％

1％ 2％

未満

❸冷蔵庫❸冷蔵庫

❹ジャー
　炊飯器
❹ジャー
　炊飯器

●電源を切るときは、本体の主電源を切りましょう。
●使わない機器はプラグを抜いておきましょう。

❻待機電力❻待機電力

節電メニュー

経済産業省「冬期の節電メニュー」より

エアコンを使
用する家庭
の場合 ※1

ガス･石油トー
ブを使用する
家庭の場合 ※2

■問合せ　環境課　循環政策室　☎６７２-２１１１　内線３５１３
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ま ご た ち わ

や さ し い

豆・大豆製品 ごま・木の実 たまご 乳・乳製品 ワカメ・海草類

野菜 魚・肉 椎茸・キノコ類

いも類

孫
ま ご た ち わ や さ し い

たちは優しい！健
康

■申込・問合せ　長寿健康課　健康推進室　☎６７２-４５２２　有線０１-８９９１

健康と福祉の情報コーナー

地域医療について
考える講演会

「知っておきたい地域医療体制の仕組み」
～病気になったとき、自分も家族も困らないために～
　夜中や休日に具合が悪くなって困った経験はあり
ませんか。町を取り巻く医療体制を理解し、いざと
いう時に備えましょう。
■日時　２月５日 (火)午後１時３０分～３時
■会場　保健センター　
■講師
岩手県県央保健所 所長  菅原 智先生（紫波町出身）

■定員　80人
■申込・問合せ　１月３１日（木）まで
長寿健康課　健康推進室　☎６７２-４５２２

楽しく健康づくり！
元気はつらつメンバーズ養成講座
「レクリエーションコース」

　体を動かしてみんなで楽しく健康づくりをしませんか。 
■日程　全10回、2月4日（月）、7日（木）、18日（月）、21日（木）、3月
1日（金）、4日（月）、8日（金）、11日（月）、21日（木）、28日（木）
■時間　午前10時30分～正午 
■会場　保健センターホール
■内容　ジャズ体操、足つぼ体操、
ヨガ、エアロビクス、軽体操
■受講料　1,000円
■定員　40人
■申込・問合せ
長寿健康課 健康推進室　☎672-4522　有線01-8991

告
知

募
集

　「まごたちわ（は）やさしい」という標語を知っていますか。これは、食品を９つにグルー
プ分けした頭文字です。食べ物は、体内でお互いに作用し合って、その効果を発揮します。
食べる食材に偏りがあると、健康な体を作ることはできません。
　皆さんは、さまざまな食品を満遍なく食べることができていますか。次の９つのグループの中で

「あまり食べない」または「たくさん食べ過ぎる」というグループがないか確かめてみましょう。

　いかがでしたか。１食で全ての食材をそろえることは難しいと思いますが、朝食で
食べられなかった食品群は、昼食や夕食で食べるというように、１～３日で取り入れて
みてください。ポイントは「たくさん」ではなく「まんべんなく」食べること。さまざ
まな食品を使うことができる煮物や鍋物なども、今の時期にはお勧めです。
　健康な体づくりのためには、「運動」「休養」そして「食事」が大切。今日の食事時間
に「まごたちわ（は）やさしい」のチェックをしてみては。

佐々木栄養士
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私
た
ち
は
、日
常
生
活
の
中
で
、絶
え
ず

さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
を
受
け
、そ
の
刺
激
に

よ
っ
て
生
じ
た
心
の「
ゆ
が
み
」を
ス
ト
レ

ス
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。ス
ト
レ
ス
を

抱
え
た
状
態
が
続
く
と
、心
身
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、体
に
異
常
が
現
れ
て
き
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
を
自
覚
し
て

自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

●「
な
く
す
」「
勝
つ
」か
ら「
う
ま
く
付
き
合
う
」へ

　

ス
ト
レ
ス
を
完
全
に
取
り
去
る
こ
と
や
、
完
璧
に
解
消
す
る
こ

と
は
難
し
い
こ
と
で
す
。「
ス
ト
レ
ス
が
あ
っ
て
当
た
り
前
」
と
思

い
、
溜
め
込
ま
な
い
よ
う
に
工
夫
し
て
、
吐
き
出
し
た
り
、
軽
く

し
た
り
、
上
手
に
付
き
合
う
よ
う
に
す
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

●
自
分
の
ク
セ
を
知
る

　

人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
も
の
ご
と
の
捉
え
方
に
ク
セ
が
あ
り
ま
す
。

同
じ
失
敗
で
も
、
こ
の
世
の
終
わ
り
の
よ
う
に
落
ち
込
ん
で
し
ま

う
人
も
い
れ
ば
、
ま
た
頑
張
れ
ば
い
い
や
と
思
え
る
人
も
い
ま
す
。

そ
れ
が
考
え
方
の
ク
セ
で
す
。
自
分
の
ク
セ
に
気
付
く
だ
け
で
も
、

考
え
方
や
結
果
が
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

こ
ん
な「
考
え
方
の
ク
セ
」は
要
注
意
！

　

自
分
の
考
え
方
の
ク
セ
を
客
観
的
に
見
つ
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

●「
こ
う
す
べ
き
だ
」と
決
め
付
け
た
が
る　
勝
手
に
ハ
ー
ド
ル
を
作

り
、
自
分
を
追
い
込
ん
で
し
ま
う
。

●
も
の
ご
と
に
極
端
に
白
黒
を
つ
け
た
が
る　
少
々
の
失
敗
で
、
も
う

ダ
メ
だ
と
思
っ
て
し
ま
う
。

●
一
度
の
失
敗
や
良
く
な
い
出
来
事
に
と
ら
わ
れ
る　

ま
た
次
も
同

じ
こ
と
が
起
こ
る
の
で
は
、
と
不
安
に
な
っ
て
し
ま
う
。

●
深
読
み
の
し
す
ぎ　
他
人
の
言
葉
や
態
度
に
、
裏
や
魂
胆
が
あ
る
と

思
っ
て
し
ま
う
。

●
強
す
ぎ
る
責
任
感　
何
で
も
自
分
の
せ
い
だ
と
感
じ
て
し
ま
う
。

牛乳入り味噌汁
＊からだよろこぶヘルシーレシピ＊

カルシウムを補給するために、毎日、牛乳を飲んで
いる人も多いのでは。牛乳をそのまま飲むとおな
かの調子が悪くなるという人は、少量を加熱して料
理に使ってみてはいかがでしょうか。

1ダイコンは皮をむいて、１㎝厚さのいちょう切りに、ニンジンも皮をむ
いて、５㎜厚さのいちょう切りにする。
2コンニャクは、ニンジンの大きさに合わせて薄切りに、ネギは斜めに薄
切りにする。
3鍋にだし汁を作り、ダイコン、ニンジン、コンニャクを煮る。
4野菜が軟らかくなったら、みそを溶き入れる。
5牛乳とネギを加えたら、沸騰する直前に火を止めて出来上がり。

ダイコン…… 80～100ｇ
ニンジン……… 40ｇ
コンニャク… … 40ｇ

ネギ…………… 30ｇ
牛乳…………300ｃｃ
だし汁………300ｃｃ

みそ…… 大さじ２～３

材料（４人分）

つくりかた

自分でできるメンタルヘルス
心のほっと相談室

紫波町食生活改善推進員協議会　古館地区会員　内藤輝子さんのレシピです

■問合せ　福祉課　福祉推進室　☎６７２-２１１１　内線１５２２
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町の話題
Hot News

　

紫
波
地
区
地
域
安
全

推
進
協
議
会
と
紫
波
警

察
署
は
12
月
14
日
、年
末
年
始
地
域
安
全
運

動
出
発
式
と「
光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
安
心
の
街
灯

り
」の
点
灯
式
を
紫
波
中
央
駅
で
行
い
ま
し
た
。

関
係
者
約
１
０
０
人
が
見
守
る
中
で
明
か
り
が

点
灯
さ
れ
た
後
、紫
波
第
一
中
学
校
の
合
唱
部

を
は
じ
め
と
す
る
生
徒
15
人
が
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン

グ
を
披
露
し
ま
し
た
。藤
原
孝
協
議
会
長
と
川

村
邦
光
署
長
の
あ
い
さ
つ
後
、20
台
ほ
ど
の
パ
ト

カ
ー
が
パ
ト
ロ
ー
ル
に
出
発
し
ま
し
た
。

安全安心を願う  
「光のページェント」

「きれいだね」という声が
あちこちで聞かれました

お客さん一人一人に丁寧に説明する児童たち

　

赤
沢
小
学
校
（
細
越
馨
校
長
）
の
３
年
生
児
童

６
人
が
12
月
６
日
、
１
年
間
育
て
て
き
た
リ
ン
ゴ
を

産
直
セ
ン
タ
ー
あ
か
さ
わ
で
販
売
し
ま
し
た
。
児

童
た
ち
は
、
訪
れ
る
お
客
さ
ん
た
ち
に
元
気
な
声

で
宣
伝
し
、
リ
ン
ゴ
の
試
食
な
ど
を
実
施
。
児
童

ら
手
書
き
の
お
勧
め
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
添
え
ら
れ
た
29

袋
の
リ
ン
ゴ
は
、
開
始
か
ら
30
分
ほ
ど
で
完
売
し
ま

し
た
。
販
売
を
終
え
た
池
田
匠
君
は
「
蜜
が
入
っ

て
い
て
、
食
感
は
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
し
た
お
い
し
い
リ
ン

ゴ
で
す
。
み
ん
な
で
頑
張
っ
て
、
全
部
売
れ
た
の
で

う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
、充
実
し
た
表
情
で
し
た
。

　

町
は
12
月

21
日
、中
央

公
民
館
で
、

町
内
に
避
難

し
て
い
る
72

世
帯
１
６
６

人
に
、そ
ば

や
餅
、り
ん

ご
な
ど
の
食
品
の
詰
め
合
わ
せ
を
贈

り
ま
し
た
。日
詰
地
区
に
避
難
し
て

い
る
吉
井
由
信
さ
ん
は「
地
域
に
よ
っ

て
支
援
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

中
、こ
の
よ
う
に
支
援
を
し
て
い
た
だ

け
る
こ
と
は
恵
ま
れ
て
い
る
し
、あ
り

が
た
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。先
の
不

安
も
あ
り
ま
す
が
、地
域
の
皆
さ
ん

の
温
か
い
言
葉
と
心
に
元
気
づ
け
ら

れ
ま
す
」と
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

町の特産品などが入った「年越しセット」

　

紫
波
町
農
村
青
年
ク
ラ
ブ（
富
山
知
倫
会
長
）

は
今
年
で
創
立
55
周
年
を
迎
え
、12
月
２
日
、Ｊ
Ａ

い
わ
て
中
央
パ
ー
フ
ル
パ
レ
ス
で
記
念
式
典
を
開

催
し
ま
し
た
。
関
係
者
な
ど
約
50
人
が
参
加
し
、

歴
代
会
長
の
表
彰
や
活
動
報
告
、
記
念
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
同
ク
ラ
ブ
は
、
平
成
14
年
か
ら
親

子
農
業
体
験
教
室
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
に
、
約

80
人
の
一
般
の
親
子
が
参
加
。
青
年
の
組
織
離
れ

な
ど
、
抱
え
て
い
る
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後

の
活
動
の
さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

育てたリンゴを
産直で販売  赤沢小

農業の未来を
担う青年クラブ

55周年

記念あいさつを述べる富山会長

みんなで明るいお正月
町内被災者に年越しセット
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町長（右）に鏡餅を手渡す藤尾理事（中）と岩舘部会長（左）

　

第
25
回
全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス

ト
東
北
大
会
が
10
月
28
日
、青
森
県
で

行
わ
れ
、ビ
ギ
ナ
ー
の
部
に
出
場
し
た

紫
波
第
一
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
金
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
、吹

奏
楽
部
員
４
人
と
佐
々
木
顧
問
、岩
泉

校
長
が
、11
月
29
日
に
教
育
長
室
を
訪

れ
、報
告
し
ま
し
た
。部
長
を
務
め
た

鈴
木
茉
緒
さ
ん（
３
年
）は「
今
年
初
め

て
の
取
り
組
み
で
不
安
も
あ
っ
た
け
れ

ど
、結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
」と
話
し
、新
部
長
の
髙
橋
咲
菜
さ
ん

（
２
年
）は「
先
輩
が
残
し
て
く
れ
た
歴

史
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
」と
今
後
の

活
動
に
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。 報告に訪れた部員。左から、鈴木茉緒さん、河野友紀子さん、

菊池佳さん、髙橋咲菜さん

　

人
形
劇
サ
ー
ク
ル
に
こ
に
こ（
西
在
家
悦

子
代
表
）は
12
月
20
日
、志
和
公
民
館
で
行

わ
れ
た
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
に
こ
に

こ
広
場
」（
鷹
觜
靖
子
代
表
）の
ク
リ
ス
マ
ス

会
で
、23
人
の
親
子
を
前
に
、人
形
劇「
３
匹

の
こ
ぶ
た
」を
披
露
し
ま
し
た
。同
サ
ー
ク

ル
は
、同
広
場
Ｏ
Ｂ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お

り
、結
成
12
年
目
。大
き
な
人
形
が
動
く
楽

し
い
劇
に
、子
ど
も
た
ち
の
表
情
も
く
る
く

る
と
早
変
わ
り
。目
の
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ

る
物
語
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。西

在
家
代
表
は「
子
ど
も
た
ち
に
元
気
と
笑

顔
を
も
ら
っ
て
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
」と
顔

を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い

ま
し
た
。

クリスマス会に
人形劇がやってきた！

一中
生
、マ
ー
チ
ン
グ
で

東
北
大
会
金
賞

表情豊かに人形を動かす劇団メンバーの皆さん

　
Ｊ
Ａ
い
わ
て
中
央
も
ち
米
生
産

部
会
紫
波
支
部
は
12
月
28
日
、
町

が
全
国
有
数
の
も
ち
米
産
地
で
あ

る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
お
正

月
期
間
中
、
役
場
庁
舎
の
１
階

ホ
ー
ル
に
飾
る
た
め
の
鏡
餅
を
寄

贈
し
ま
し
た
。
同
日
行
わ
れ
た
贈

呈
式
で
は
、
藤
尾
東
泉
代
表
理
事

組
合
長
と
岩
舘
則
雄
も
ち
米
生
産

部
会
長
が
、
５
升
の
町
産
ヒ
メ
ノ

モ
チ
で
作
ら
れ
た
鏡
餅
を
藤
原
町

長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

町産鏡餅で迎える新たな年
　

町
体
育
協
会
は
12
月
23
日
、
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
紫
波
で
「
妖
精
の
舞
～
女
子
新
体
操
」

と
題
し
、
北
上
翔
南
高
等
学
校
な
ど
県
内
女
子
新
体
操
選
手
の
公
開
演
技
を
催
し
ま
し

た
。
選
手
た
ち
が
次
々
と
繰
り
出
す
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
か
つ
繊
細
な
演
技
に
、
場
内
か
ら

は
歓
声
や
拍
手
が
わ
き
起
こ
り
、
来
場
者
か
ら
は
「
初
め
て
生
の
演
技
を
初
め
て
見

ま
し
た
が
、
バ
ク
転
な
ど

が
す
ご
か
っ
た
で
す
」「
楽

し
そ
う
に
演
技
を
し
て
い

て
、
見
て
い
て
気
持
ち
が

良
か
っ
た
で
す
」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
５
回
目
の
取
り
組
み

と
な
っ
た
今
年
は
、
北
上

翔
南
高
等
学
校
の
鬼
剣
舞

部
な
ど
の
特
別
公
演
も
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

国体強化チームによる優美な舞い

し
な
や
か
な
演
技
で
観
客
を
魅
了

優しいお顔の人形に、
思わずにっこり♪
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〒028-3305 紫波町日詰字丸盛222-1（ユニバースそば）
岩手県知事（1）2440号  広告有効期限：平成25年2月28日

☎019-671-2161 紫波中央不動産 検索

紫波エリア担当

レイス治療院グループ
盛岡となん整骨院
盛岡市三本柳10地割17-53
TEL.019-
656-6776

新築建売住宅
紫波町桜町 全2棟！
☆復興支援・住宅エコポイント対象物件
【主な設備・仕様】◎システムキッチン（浄水器一体型水栓・
ステンレストップ）◎全居室Ｌｏｗ-Ｅガラス◎換気暖房乾燥
機付ユニットバス◎シャンプードレッサー◎シャワートイレ
◎ＴＶモニター付インターホン ほか

太陽光発電システム搭載

2,080万円～
（税込）

（株）紫波中央不動産

【物件概要】●所在地/紫波郡紫波町桜町字高木５番４●交通/JR東北
本線日詰駅徒歩14分●構造/木造２階建て●総戸数/2戸●販売戸
数/2戸●間取/４LDK●土地権利/所有権●地目/宅地●都市計画/
非線引き区域●用途地域/無指定●建ぺい率/70％●容積率/200%
●現況/未完成●完成予定日/平年25年1月中旬●道路/公道・幅員 
約5ｍ●設備/公営上下水道・東北電力・LPガス●駐車場/砕石・土間
コンクリート各１台分●学区/赤石小学校・紫波第一中学校●確認済
証/第HPA-12-02516-1号ほか●確認済年月日/平成２４年６月８日
●取引態様/媒介（売買代金の他に仲介料手数料がかかります）

土地面積：２１６.０９㎡（６５.３６坪）建物面積：９８.８１㎡（２９.８９坪）

●太陽光発電システムの代金は物件価格に含まれています。
●土地・建物契約と太陽光発電システムの契約は別契約になります。

パート募集中
8：30～18：00までの間で
4時間～6時間程度

お試し体験
実施中！！
お試し体験
実施中！！

■問合せ　農林課 農政企画室
☎672-2111　内線3322

入札参加資格の審査 
申請書の受付

　岩手中部広域水道企業団は、平
成25、26年度の入札と見積もりに
参加を希望する業者から「競争入札
等参加資格審査申請書」の提出を
受け付けます。
■要領・様式
企業団ホームページからダウンロー
ド（企業団事務所でも配布）
■受付期間　2月1日(金)～28日(木)
■ＨＰアドレス
www.iwatetyubu-suido. jp/
■問合せ
岩手中部広域水道企業団（北上市和
賀町）　☎0197-73-5300

■介護認定調査員の募集
　町は要介護認定調査を行う非常
勤の調査員を募集しています。
■業務内容　介護保険の要介護認
定のための訪問調査
■募集人員　１人

■勤務条件　週3日（曜日は要相談・
土日祝日は除く）午前８時３０分～午
後３時１５分
■雇用期間　2月1日～３月31日
（４月以降更新の可能性あり）
■賃金　5500円／日
■資格　普通自動車第1種免許
（オートマ限定不可）／看護師・ケア
マネジャーなど介護知識のある人
■申込・問合せ　1月24日（木）まで
（申込順に随時面接を行います）
長寿健康課　介護保険室
☎672-4522　内線6127、6128

■弁護士無料相談会
　土地関係・会社関係・多重債務な
ど、さまざまな内容を受け付けます。
企業など個人以外でも利用できま
す。ご予約の上お出かけください。
■日時　２月１日（金）
午前１０時～午後３時
■会場　総合福祉センター
■申込・問合せ　社会福祉協議会
☎６７２-３２５８（要予約）

■こころの　悩み相談
　例年１月から３月は自殺者が多い

傾向にあります。その多くは、直前
にうつ的な状態にあると言われてお
り、早期に発見・治療することが大切
です。町は「心の病気」で悩んでいる
人や、その対応にお困りの家族を対
象に相談会を開催します。
■日時　１月29日（火）午後１時～
４時
■会場　総合福祉センター
■申込・問合せ　１月２５日（金）まで
福祉課  福祉推進室  ☎６７２-２１１１
内線１５２３　有線０１-８９２１

■介護者のこころの相談室
　介護者がいる家族のための「心
のケア」事業です。予約制で、心
の専門家が個別に相談に応じます。
相談内容の秘密は守られます。日
頃介護で悩んでいることや不安に
思っていることなどをお気軽にご相
談ください。
■日時　１月18日（金）午後１時～
５時
■会場　保健センター
■内容　１人１時間程度の個別相談会
■定員　4人　
■申込・問合せ　１月１６日（水）まで
紫波町地域包括支援センター
☎671-1101　有線01-8991

募集

相談

〒028-3304 紫波町二日町字西七久保６６番1

無料送迎バス
もあります！

商品券5,000円分プレゼント!!
キャンペーン期間中に入校された方に、 森のクラフト教室「漆塗り・絵付け」

　箸に漆を塗って絵付け体験をします。完成した箸は仕
上げ加工をして後日プレゼント。漆に直接触れるとかぶ
れるため、ゴム手袋を準備しています。
■対象　小学校４年生以上（大人も可）
■日時　1月２０日（日）午前１０時～午後０時３０分
■会場　農

の ら

楽交流館 紫波中央駅前事務所（旧紫あ波せ本舗）
■費用　１０００円（材料代）　■定員　１５人
■申込・問合せ　農

の ら

楽交流館
　紫波中央駅前事務所（佐川）　☎０９０-９６３２-５８２３
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暮らしの情報

（株）紫波フルーツパーク ☎019-676-5301
 紫波町遠山字松原1-11（道の駅紫波の裏手） http://www.shiwa-fruitspark.co.jp/top.html 

紫波町小屋敷字新在家90番地

FAX 019-673-8556
019-673-8555 ハダカのおつきあいで一家だんらん。

ラ・フランス温泉館URL  http://www.lafrance.co.jp/
検 索ラ・フランス温泉館

つるりん

あけましておめでとうございます

今年も自園自醸ワイン紫波を

よろしくお願いします

紫波冬まつり
紫波の冬を思いっきり楽しもう !!

ラ・フランス温泉館エリアで開催。
屋台や各種催し、日が暮れると夢灯りが点灯。
そしてクライマックスは夜空を彩る冬花火。

ラ・フランス温泉館は今年も24時まで延長営業します。 ●土
2013

1/19
午前9時▶午後8時

■‘13紫波冬まつり開催！
　今年も司会にふじポンを迎え、ス
テージイベントや屋台村、寒中神

み こ し

輿、
夢灯りに冬花火と内容盛りだくさん。
今年は雪合戦大会も開催されます。
■日時
1月19日（土）午前11時～午後9時
■会場
ラ・フランス温泉館周辺エリア
■内容

【ステージイベント】やなだ真栄一
座民謡ライブショー／宮手鹿踊り／
THE BRANDNEW COOL(バンド)
／蝦夷(バンド)など

【武田家ライトアップ】午後5時～9時
【雪合戦大会】午前9時～
【冬花火】午後７時３０分～
※臨時バス運行 ①志和稲荷・志和
古稲荷→会場 ②せせらぎ駐車場→
ナックス→紫波中央駅→会場
■問合せ　紫波町観光交流協会　
☎676-4477

ＢＳＥ（狂牛病）を考える 
シンポジウム

■日時　２月２日（土）午後1時30分
～4時30分
■会場　ホテルメトロポリタン盛岡
■申込・問合せ　２月１日（金）まで　
県庁県民くらしの安全課
☎629-5322

■「訪問介護員」養成講座
　第3期訪問介護員養成研修2級課
程が開催されます。
■期間　2月12日（火）～3月25日

（月）全20日間
■会場　ふれあいランド岩手（盛岡
市三本柳）
■定員　40人　
■受講料　6万5000円（実習費、テ
キスト代含む）
■申込・問合せ
岩手県高齢者福祉生活協同組合
☎６５３-５８３０

町県民税・所得税申告相
談のお知らせ

　平成２４年分の申告相談会を開催
します。詳しくは、本紙と一緒に配布
の「町民税・所得税申告相談のご案
内」をご覧ください。
■期間　２月１５日（金）～３月１５日（金）
■会場　赤石公民館
■問合せ　税務課 課税室
☎672-2111　内線1222・1223
有線01-8912

盛岡税務署の申告会場 
盛岡駅西アイーナに開設

　所得税（譲渡所得を含む）、消費
税、贈与税の申告が必要な人はご利
用ください。
■開設期間　２月１日（金）～３月１５日
（金） ※土・日、祝日は２月２４日（日）
と３月３日（日）のみ開設
■開設時間　午前９時～午後４時
■開設場所　アイーナ（盛岡駅西
口）※税務署には申告書作成会場を
設置していません。
　国税庁ホームページ（http://
www.nta.go.jp）で、確定申告書（所
得税・消費税・贈与税）、青色決算書、
収支内訳書を作成できます。国税電

子申告・納税システム（e-TAX）を利
用するとさらに便利です。
■問合せ 盛岡税務署 ☎６２２-６１４１

所得税申告で 
障害者控除を受ける人へ

　控除を受けるためには、町で交付
する「障害者控除対象者認定書」が
必要です。
■交付場所 ※今年から変わりました
保健センター（長寿健康課）
■認定対象者　町内に住所がある
６５歳以上の人で、介護保険の要介
護認定を受けた人
■認定書が不要の人
　町の申告相談会場で申告する
人や、「身体障害者手帳」「養育手帳」
「精神障害者保健福祉手帳」などの
交付を受けている人
■問合せ　長寿健康課 介護保険室
☎６７２-４５２２　有線０１-８９７４

経営基盤の強化の促進
に関する基本構想案

①意見を募集します 市民参加
　認定農業者や農地集積などに係
る基本構想について、意見公募を行
います。基本構想案は、役場庁舎や
各公民館、役場ホームページで閲覧
できますので、ご意見をお寄せくだ
さい。
◇期間 １月25日（金）～２月15日（金）
②意見交換会 市民参加
　同構想について、意見交換会を行い
ます。どなたでも参加できますので、
お誘いあわせてお出かけください。
◇日程 １月２７日（日）午後2時～3時
　　　 １月２8日（月）午後２時～3時
◇会場　中央公民館　研修室

お知らせ

催し

紫波ネット2013 1月号21



In Japanese what do 
you call the first dream  

　of the 　　year?

●町内にイベントがたくさんあ
ることが分かりました。今後も
できるだけ詳しく載せてくださ
い。(古館・40歳代)
●図書館をたくさん利用して
います。オガールプラザのイル
ミネーションきれいですね。(古
館・40歳代)

Hint
Mount Fuji, a hawk,

 or an eggplant.

　 ウエノ不動産管理（有） 
☎671-2072  　　671-2073
 日詰字下丸森9-4 （養老乃瀧 紫波町店となり）

ウエノ不動産管理 検索

FAX

紫波町に定住・住替を
お考えの皆さんへ
理想の住まい探しを
サポートします。

（社）全日本不動産協会会員  東北地区不動産公正取引協議会会員
 岩手県知事免許（2）2255号

最新情報はホームページへ

この街で宅地・建物の売買、仲介、
自社開発分譲を手がけています。
ご成約された被災者の方には
特典をご用意しています。
※詳しくはお問合せください。

岩手県紫波郡紫波町桜町字上野沢278

☎676-7676 FAX676-4404
       中央葬祭センター  
「シンセラホール紫波」

シンセラホール紫波中央葬祭
センター

お陰様でオープン4周年
シンセラホール紫波は、1月10日でオープン4周年を迎えます。

大切な人をお送りするために…
これからも、真心込めてお手伝いさせていただきます
大切な人をお送りするために…
これからも、真心込めてお手伝いさせていただきます

郵便はがきまたは電子メールで、住所、氏名、年
齢、電話番号、答え、『紫波ネット』の感想や町への
ご意見などを記入の上、ご応募ください。締切は
１月３１日（木）消印まで。〒028-3392紫波町役場 
企画課情報政策室「英語クイズ」係　電子メール
joho@town.shiwa.iwate.jp

【先月号の質問（和訳）】
「year-end」という 

パーティーは、日本語で 
何と言うでしょう。

【答え】 忘年会

寄せられたご意見・ご感想

ハワードさんと一緒にはいポーズ

正解者の中から抽選で記念品をプレゼント

　平成24年９月交付の（株）農林漁
業成長産業化支援機構法に基づく
「６次産業化ファンド」についての講
演会と個別相談会が開催されます。
■日時　１月29日（火）午後１時～５時
■会場　情報交流館大スタジオ
■内容
・第１部「農林漁業成長産業化
　　　　ファンドについて」
　講師：農林水産省食糧産業局
　　　  担当官
・第２部「６次産業化へのヒント」
　講師：（株）パイロットフィッシュ
　　　　代表取締役 五日市知香氏

■申込　１月22日（火）まで
　先着100人（１社２人以内）、次の
事項を記入してファクシミリでお申
し込みください。
【記入事項】団体名（企業名・個人名）／
種別（農林漁業事業者・農業法人・民間
企業・コンサルタントプランナー・行政
機関または支援機関、その他）／参加者
名（役職）／住所／電話番号／ＦＡＸ／電
子メール／個別相談予約の有無。
【申込先】（株）東北銀行　アグリビジ
ネス推進部　ＦＡＸ６５１-４３１０
■問合せ　農林課　農政企画室
☎６７２-２１１１　内線３３２４

東北銀行「６次産業化セミナー」

■主催：（株）東北銀行　■共催：紫波町農林公社　■後援：東北農政局盛岡地域センター、岩手
県、紫波町、紫波町商工会、岩手県中小企業団体中央会（岩手６次産業化サポートセンター）、日
本貿易振興機構（ジェトロ）盛岡貿易情報センター

ところ 中央公民館 第２研修室（2階）
「山の上の火（岩波おはなしの本）」

［岩波書店］を読んで

　こどもの本の世界について語り合ってみませ
んか。聞くだけの参加もできます。興味のある人
は直接会場にお出かけください。

　童歌に合わせて親子で楽しくゆったり遊ぶ
会です。動きやすい服装でお出かけください。

親子わらべうたで
あそぼう会

親子わらべうたで
あそぼう会

第27回こどもの本
「学び・羅針盤」
第27回こどもの本
「学び・羅針盤」

とき　　1/26土
午前10時～正午

ところ 中央公民館 和室（2階）

とき　　1/21月
午前10時30分～11時30分

問合せ おはなしの森（菅原）
☎673-6291

問合せ おはなしの森（菅原）
☎673-6291

紫波第三中学校3年生の
高橋理子さん（左）と高木希実さん
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紫波町日詰字郡山駅２０９  ☎676-2838  日詰バス停前

佐藤時計店佐藤時計店

お買い物駐車場

仲　町
駐車場

よかろ●
松本精肉店●

GS● ●タクシー

http://www.meakashi.com

眼鏡屋 目明かし堂眼鏡屋 目明かし堂
有限会社 サトウ時計店

銭形平次のふるさと紫波町のメガネ店 スマホ用QRコード

スマホ（多機能携帯電話）で何時でも何処
からでもこの「紫波ネット」の内容を音声
で聞くことが出来ます。右のQRコードの
「紫波・スマホ・ラジオ」でお聞き下さい。
もちろんパソコンでも聞けます。
http://shiwa.tvへアクセスして下さい。

眼鏡屋目明かし堂からのお年玉！オリジナル･コンテンツ！

スマホで「紫波ネット」をお聞き下さい！スマホで「紫波ネット」をお聞き下さい！
●聞こえにくい方には補
　聴器をお奨め致します。
　￥58,000～
●しっかり読みたい方には
　遠近両用メガネレンズを
　お奨めします。
　￥10,000～

スマホが音声朗読

古館駅

●中島歯科

至花巻 至盛岡４号線

●ローソン
加藤医院
　●

たもり
●文

〒028-3303紫波郡紫波町高水寺字古屋敷6-31
TEL019-676-5825 
E-mail kamihikoki@posh.jp　

相心舘
口コミが一番ホ

ットします

OPEN8:40
CLOSE18:00

【定休日】1月21日・28日・2月4日・11日・17日・18日

サービス等は予約時に確認ください！

謹賀新年
本年もよろしく

お願いいたします

そろばん・あんざんで計算力アップ！
学習や日常生活に活かされます。

体験学習（無料）受付中

紫波町日詰字郡山駅

石川珠算教室
☎672-2621
岩手県知事認可　紫波町稲藤字升形

関谷珠算学校上平沢教場
☎673-6965

全
珠
連
指
定
教
場

介護スタッフ募集

L・Ｅエスコート株式会社エスコートヘルパーステーション（担当：吉田）
〒020-0132 盛岡市西青山2丁目1-18 3F  TEL019-648-5202

●職種／高齢者賃貸住宅内での介護業務
●資格／ヘルパー2級以上
●勤務時間／7：00～翌9：00まで 4交代勤務
●休日／1ヶ月９休（当社シフト制）
●給与／月収130,000円～ ※夜勤手当3,500円
　　　　※ヘルパー1級以上の方別途手当10,000円
●勤務地／シニアパンションしわ  ●待遇／各種保険完備
●応募／履歴書（写真貼付）をご郵送下さい。

　元気はつらつサロンは、希望する高齢者が週1回集ま
り、話語りを楽しみながら、趣味活動やレクリエーショ
ン、軽体操などを行っています。外出や交流の機会を
持って、楽しみのある生活を送ることで、認知症や身体
機能の低下、閉じこもりを予防します。
　今の元気を維持するために、もっと元気に暮らすため
に、参加してみませんか。お一人でも、お友達を誘っての
お申し込みでも大歓迎です。見学もできますので、お気
軽にお問い合わせください。

みなさん！サロンに来て明るく元気に 
過ごしませんか
◆対　象　65歳以上で介護保険の認定を受けていない人
◆会　場　町内3カ所
　ふれあい交流館（二日町字古館356-1福祉センター内）
　ふれあいプラザ赤石（北日詰字白旗88-2）
　シニアプラザ佐比内（佐比内字舘前1-1）
◆時　間　午前９時30分～午後３時30分
◆回　数　週１回（通年実施しています）
◆送　迎　自宅から各会場まで送迎あり
◆参加料　１回800円（昼食代）

S P O T ＊ N E W S

【申し込み・問合せ】  長寿健康課 高齢者支援室　☎672-4522  内線6121　有線01-8991

★こんなうれしい声もあ
りますよ★

毎週行くのが楽しみです
！

サロンに行くと元気をも
らう！

仲間ができて良かったで
す！

などなど

サロンで元気
はつらつに!!

ふれあいプラザ赤石に参加した皆さん

紫波ネット2013 1月号23



紫
波
の
伝
統
食
を
作
る

「
ひ
な
ま
ん
じ
ゅ
う
」「
き
り
せ
ん
し
ょ
」

　
食
の
匠
と
一
緒
に
伝
統
食
を
作
り
ま
せ
ん
か
。２
月
の
講
習
会
は
、３
月

の
ひ
な
ま
つ
り
に
向
け
た
お
菓
子
作
り
で
す
。昔
は
、
ひ
な
ま
つ
り
に
は
、

く
ず
米
を
臼
で
つ
い
て
米
粉
に
し
て
、
ひ
な
ま
ん
じ
ゅ
う
や
き
り
せ
ん

し
ょ
を
作
っ
て
楽
し
ん
だ
と
言
い
ま
す
。そ
し
て
、出
来
上
が
っ
た
ひ
な
ま

ん
じ
ゅ
う
を
、
ま
ず
は
、
ひ
な
人
形
に
供
え
、
神
棚
や
仏
壇
に
も
供
え
ま
し

た
。鮮
や
か
に
彩
ら
れ
た
ひ
な
ま
ん
じ
ゅ
う
と
き
り
せ
ん
し
ょ
を
、今
年
は

自
分
で
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

募集

レシピ

「
食
の
匠
」細
川
玲
子
さ
ん
の

伝
統
食
講
習
会
⑨

■
日
時
　
2
月
23
日（
土
）午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　
2
月
26
日（
火
）午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場
　
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ

　（
情
報
交
流
館
内・キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
）

■
募
集
人
員
　
10
人（
先
着
順
、初
め
て
受
講
す

る
人
を
優
先
し
ま
す
）

■
費
用
　
８
０
０
円（
材
料
費
な
ど
）

■
申
込・問
合
せ

　
受
付
開
始
は
1
月
21
日（
月
）午
前
９
時
か
ら

　
情
報
交
流
館
事
務
局
☎（
６
７
２
）２
９
１
８

米（うるち）粉・・・・・・・・・・・・500ｇ
熱湯・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・600cc
小豆あん・・・・・・・・・・・・・・・・400ｇ
食用色素（赤･黄･緑）・・・・・・適量
かたくり粉・・・・・・・・・・・・・・・・・適量

ひなまんじゅう（２０個分）
①ボウルに米粉を入れ、熱湯を注ぎなが
ら箸でよく混ぜる。ポロポロの状態に
なったら手のひらを使って50回ほどし
とねる。
②①を直径10cmほどの円形にして、熱湯に入れて煮る。浮き上がって
１～2分したら、水の中に取り冷ます。ボウルに取ってまとまるまでしと
ねる。
③小豆あんは20ｇのあん玉にする。
④②の生地を半分に分け、半分を白いまま残し、残りの半分を3等分して
3色にそれぞれ色付けする。

⑤生地全体にかたくり粉を付ける。白い生地と色付けした生地を組み合
わせ、1個50ｇほどにしてから平らに伸ばし、あん玉を包み、型に入れ
る。（型がないときはスプーンや箸を使って花などの形に仕上げる）

米（うるち）粉・・・・・・・・・500ｇ
水・・・・・・・・・・・・・・・・・・・600cc
しょう油・・・・・・・・・・・・・・・30cc
砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・200g
塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ2
刻みくるみ・・・・・・・・・・大さじ3
黒ごま・・・・・・・・・・大さじ1～2
黒砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・50ｇ
かたくり粉・・・・・・・・・・・・・適宜

きりせんしょ（２４個分）
①大きめの鍋に､水、しょう油、砂糖、塩を
入れて火にかけ、しっかり沸騰させる。

②①にうるち粉を入れてすぐに火を止め、
へらで粉っぽさがなくなるまで混ぜ合わ
せる。
③②にゴマを入れて、手でよくこねる（100
回程度）。こねるのは熱いうちでも良い
が、ぬれ布巾を掛け、生地を冷ましてからこねると作りやすく、こしが
出る。

④こねたものは、ちぎりやすいように棒状に伸ばし、24等分にして団子
状に丸める。

⑤だんごの真ん中に親指で穴を空け、黒砂糖とクルミを入れて穴を閉
じ、おにぎりを握るように俵型にする。きりせんしょの型に入れて形を
作り、上にクルミをのせる。このとき手にくっつきやすいときはかたく
り粉を使う。
⑥蒸し器にかけ、中火で約10分蒸す。蒸し上がったら火を止め、すぐに
きりせんしょの上から水をかけると、生地が締まってつやが出る。

★きりせんしょの型がないときは、俵型の状態のものを使って形を作り、スプーン
の柄の部分で模様を付けるとよい。


